
分野別研究開発プラン（仮称）及び分野別研究開発プログラムの策定とその評価について
○ 「国の研究開発評価に関する大綱的指針」（平成28年12月21日内閣総理大臣決定）において、「『研究開
発プログラムの評価』のさらなる推進を図る」とされたこと等を踏まえ、「文部科学省における研究及び開発に関する評
価指針」 （平成29年４月１日文部科学大臣決定）では、「目標の設定された研究開発プログラムごとに評価を
実施することにより、実施の当否を判断するとともに、研究開発の質の向上や運営改善、計画の見直し等につなげる
ことを目的とする。」* とされている。

＊研究開発プログラム：
複数の研究開発課題を運営する施策や競争的資金制度等、研究開発に係る政策上の特定の目的や目標の実現を目指して、推進方針や戦略・計画・
実施手段等の体系が整備され、それに応じて推進されるものをいう。（「文部科学省における研究及び開発に関する評価指針」より）

○ これを踏まえ、平成31年４月17日の第68回科学技術・学術審議会研究計画・評価分科会（以下「分科会」
という。）での決定に基づき、第10期の２年間で研究開発プログラム評価を試行的に実施した結果、各分野別委
員会等（分科会各委員会及び情報委員会） から、評価作業が困難であるとの意見が多数提出された。
○ 令和３年８月27日の第78回分科会において、新たな手法として以下の内容が提案され、各分野別委員会等に
おいて検討することが求められた。
・毎年度、各分野別委員会等において、政策評価体系に基づき「分野別研究開発プラン（仮称）」の案を策定
し、毎年８月の分科会において決定する。
・「分野別研究開発プラン（仮称）」の中で政策評価における「達成目標」を単位（複数目標をまとめても可）と
して「研究開発プログラム」を設定する。
・政策評価や行政事業レビューにおける指標等により、「研究開発プログラム」ごとに状況を把握し、毎年冬の分科
会において各分野別委員会等から報告する。これをもって、研究開発プログラムの評価とする。

○ 分科会から情報委員会への検討依頼事項（検討結果を令和３年12月17日までに分科会事務局へ提出）：
・参考資料６「資料１ 分野別研究開発プラン（仮称）及び分野別研究開発プログラムの策定とその評価につ
いて」における分野別研究開発プラン（仮称）及び分野別研究開発プログラムについて
・参考資料６「資料２ 分野別研究開発プラン（仮称）（フォーマット案）」について 1

資料５－１
情報委員会（第21回）
令和３年10月26日



研究開発プログラム評価の毎年度の進め方（案）

① 政策評価の体系に基づき、毎年度分野別委員会等で添付のフォーマットに従って、分野別研
究開発プラン（仮称）案を策定

② 8月に開催される研究計画・評価分科会で、各分野別研究開発プラン（仮称）を決定
＊分野別研究開発プラン（仮称）において、研究開発プログラムの単位を明確にする

１．分野別研究開発プラン（仮称）の策定

研究開発プログラム毎に
政策評価における測定指標
プログラムに含めた達成目標を構成する事業の、行政事業レビューにおける成果指標（アウト
カム）、活動指標（アウトプット）、政策評価における測定指標
その他適切と思われる指標（分野別委員会等で検討）

などについて、添付のフォーマットに従い、プログラム全体の状況を把握（モニタリング）し、
毎年冬に、分野別委員会等から研究計画・評価分科会に報告する。その際、プログラム全体や研
究開発課題の進捗状況がわかる既存の数ページ程度の資料を当該フォーマットに添付する。

なお、指標については、分野別委員会等や研究計画・評価分科会の議論を踏まえ、適宜変更でき
るものとする。

２．研究開発プログラムの評価
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１．プランを推進するにあたっての大目標：「○○」（施策目標○－○）※政策評価における「施策名」と「政策・施策番号」
を記載する。

概要： ○○・・・※政策評価における「施策の概要」を転記する。

２．プログラム名：○○分野研究開発プログラム
概要：○○・・・※当該分野研究開発プログラムに係る政策評価における施策の「達成目標」を転記する。

上位施策：○○（令和○年○月○日○○決定）
※文部科学省が対応すべき内容を抜粋する。 ※別添可

△△（令和△年△月△日△△決定）
・
・
・

【○○分野研究開発プラン（仮称）（フォーマット案）】
令和○年○月○日

○○委員会

資料2-1-2
科学技術・学術審議会

研究計画・評価分科会

（第78回） R3.8.27

（１枚にまとめる）

資料2
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2016

(FY28)

2017

(FY29)

2018

(FY30)

2019

(FY31)

2020

(FY2)

2021

(FY3)

2022

(FY4)

2023

(FY5)

2024

(FY6)

2025

(FY7)

2026

(FY8)

個別の研究開発課題名
概要：
目標：
・政策評価の達成目標における測定指標
・行政事業レビューにおける成果指標
・行政事業レビューにおける活動指標 等

中前

前 後
中

後

中

後中

前

前

個別の研究開発課題名
概要：
目標：
・政策評価の達成目標における測定指標
・行政事業レビューにおける成果指標
・行政事業レビューにおける活動指標 等

個別の研究開発課題名
概要：
目標：
・政策評価の達成目標における測定指標
・行政事業レビューにおける成果指標
・行政事業レビューにおける活動指標 等

前 中 後

個別の研究開発課題名
概要：
目標：

個別の研究開発課題名
概要：
目標：
・政策評価の達成目標における測定指標（案）
・行政事業レビューにおける成果指標（案）
・行政事業レビューにおける活動指標（案）等

○重点的に推進すべき取組と該当する研究開発課題、指標
※重点的に推進すべき取組を記載する。
※研究開発課題ごとに概要、目標を記載する。
※指標は、研究開発課題ごとに政策評価、行政事業レビューの指標を参考に記載し、それ以外の指標の設定・変更も可とする。

重点的に
推進すべ
き取組の
結果得ら
れるアウ
トカムを
記載

重点的に
推進すべ
き取組の
結果得ら
れるアウ
トカムを
記載

重点的に推
進すべき取
組を記載

重点的に推
進すべき取
組を記載

【○○分野研究開発プラン（仮称）／□□研究開発プログラム（フォーマット案）】

○○委員会
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１．プランを推進するにあたっての大目標：「未来社会を見据えた先端基盤技術の強化」（施策目標９－１）
概要：我が国の未来社会における経済成長とイノベーションの創出、ひいてはSociety5.0の実現に向けて、その基盤技術となる革新的な人工知能、

ビッグデータ、IoT、サイバーセキュリティ等の研究開発等を強化するとともに、我が国の強みを生かし、幅広い分野での活用の可能性を秘める
先端計測、光･量子技術、ナノテクノロジー･材料科学技術等の共通基盤技術の研究開発等を推進する。

２．プログラム名：ナノテクノロジー・材料科学技術分野研究開発プログラム
概要：望ましい未来社会の実現に向けた中長期的視点での研究開発の推進や社会ニーズを踏まえた技術シーズの展開、最先端の研究基盤の整備

等に取り組むことにより、ナノテクノロジー・材料科学技術分野の強化を図り、革新的な材料を創出する。

分科会事務局で作成した記載イメージ

【ナノテクノロジー・材料科学技術分野研究開発プラン（仮称）】

令和○年○月○日

（分野担当委員会名を記載）

上位施策：マテリアル革新力強化戦略（令和3年4月27日統合イノベーション戦略推進会議決定）
○○・・・

5



2019
(FY1)

2020
(FY2)

2021
(FY3)

2022
(FY4)

2023
(FY5)

2024
(FY6)

2025
(FY7)

2026
(FY8)

2027
(FY9)

2028
(FY10)

2029
(FY11)

2030
(FY12)

2031
(FY13)

後

共用の活動を通じて、
我が国のナノテクノロ
ジー・材料研究の研究
開発投資の効率化と
成果最大化に資する。

「超スマート社会」を実
現するために必要とな
る機能性材料・構造材
料の新たな研究手法の
開発等を推進。

また、新たな技術領域・
未来社会を切り拓く挑
戦的な基礎・基盤的な
研究開発も推進。

本分野として大きな貢献
が見込まれる資源の安
定的な確保と循環的な利
用等の課題を中心に、そ
の解決に資する必要な
取組を推進。

また、未解決課題や新た
な課題等、応用先の開拓
にも取り組む。

後

前

④ナノテクノロジープラットフォーム
概要：
目標：
・測定指標：支援件数
・成果指標：プラットフォームの利用者による査読付
論文数
・活動指標：支援件数

③元素戦略プロジェクト（研究拠点形成型）
概要：
目標：
・測定指標：査読付論文数
・成果指標：査読付論文数
・活動指標：支援件数

②材料の社会実装に向けたプロセスサイエンスの構築
概要：
目標：

・測定指標：産学官からの相談件数
・成果指標：産学官からの相談件数
・活動指標：査読付き論文数、プロセスサイエンス構築により獲得されたプロセス・構造・物性の

相関の件数

中前

未来社会
における
新たな価
値創出に
向けた研
究開発の
推進

広範な社
会的課題
の解決に
資する研
究開発の
推進

ナノテク
ノロ
ジー・材
料科学技
術を支え
る基盤の
強化・活
用

⑤マテリアルデータインフラ
概要：
目標：
・成果指標：利用者による査読付論文数
・活動指標１：利用者に対する支援件数（機器利用、技術相談、技術補助、技術代行、共同研究）
・活動指標２：利用料収入
・活動指標３：登録機器数

後 中 中
後

中

①データ創出・活用型プロジェクト
概要：
目標：

・成果指標：データ創出・活用に関する報告書数、
データサイエンス的手法を用いた査読付
き論文数

・活動指標：ワークショップにおける参画機関数

○重点的に推進すべき取組と該当する研究開発課題、指標

活動指標 ②～④で形成した拠点・プラットフォーム数

【ナノテクノロジー・材料科学技術分野研究開発プラン（仮称）／ナノテクノロジー・材料科学技術分野研究開発プログラム】

（分野担当委員会名を記載）

分科会事務局で作成した記載イメージ
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１．プランを推進するにあたっての大目標：「オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の推進」（施策目標８－３）
概要： 飛躍的なイノベーションの創出及び研究の効率化による生産性の向上・経済成長を実現するため、情報科学技術の強

化や、研究のリモート化・スマート化を含めた大型研究施設などの整備・共用化の推進、次世代情報インフラの整備・運用を通
じて、オープンサイエンスとデータ駆動型研究等を促進し、我が国の強みを活かす形で、世界の潮流である研究のデジタルトラ
ンスフォーメーション（DX）を推進する。
２．プログラム名：情報分野研究開発プログラム（達成目標１）
概要：我が国の強みを活かす形で、世界の潮流である研究のデジタルトランスフォーメーション（DX）を実現していくために、AI
等の革新的な基盤技術の研究開発を進める等、情報科学技術の強化を図るとともに、中長期的視野からデータ駆動型研究の
推進に必要となる基盤として、研究データの管理・活用や専門人材の育成等の環境の整備を行う。
【対象となる現研究開発課題等（暫定）】

AIP：人工知能／ビッグデータ／IoT／サイバーセキュリティ統合プロジェクト、Society 5.0実現化研究拠点支援事業、
統計エキスパート人材育成プロジェクト

上位施策：第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３月26日閣議決定）
第２章 Society 5.0の実現に向けた科学技術・イノベーション政策
２．知のフロンティアを開拓し価値創造の源泉となる研究力の強化
（２）新たな研究システムの構築（オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の推進）
まず、研究の現場において、高品質な研究データが取得され、これら研究データの横断的検索を可能にするプラットフォームの下で、

自由な研究と多様性を尊重しつつ、オープン・アンド・クローズ戦略に基づいた研究データの管理・利活用を進める環境を整備する。特
にデータの信頼性が確保される仕組みが不可欠となる。また、これらに基づく、最先端のデータ駆動型研究、AI駆動型研究の実施を促進
するとともに、これらの新たな研究手法を支える情報科学技術の研究を進める。
同時に、ネットワーク、データインフラや計算資源について、世界最高水準の研究基盤の形成・維持を図り、産学を問わず広く利活用

を進める。また、大型研究施設や大学、国立研究開発法人等の共用施設・設備について、遠隔から活用するリモート研究や、実験の自動
化等を実現するスマートラボの普及を推進する。これにより、時間や距離の制約を超えて、研究を遂行できるようになることから、研究
者の負担を大きく低減することが期待される。また、これらの研究インフラについて、データ利活用の仕組みの整備を含め、全ての研究
者に開かれた研究設備・機器等の活用を実現し、研究者が一層自由に最先端の研究に打ち込める環境が実現する。

【情報分野研究開発プラン（仮称）（フォーマット案）】

３．プログラム名：情報分野研究開発プログラム（達成目標３）

概要：次世代情報インフラとして、世界最高水準のスーパーコンピュータ「富岳」及び「富岳」を中核とした革新的ハイパフォー
マンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）を構築し、着実な運用を行うとともに、その利用を推進し成果の創出を図る。
【対象となる現研究開発課題等（暫定）】
「富岳」の整備、革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）の構築
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分野別研究開発プラン（仮称）及び分野別研究開発プログラムの策定とその評価について（案）

１．内閣官房等において策定されている政府全体の戦略・計画がある中、文部科学省として、分野毎のまと
まりで実施する推進方策を分野別研究開発プラン(仮称)としてとりまとめる。なお、プランがとりまと
められ次第「研究開発計画」は廃止するものとする。

＊政府全体の戦略・計画がない場合は、分野別委員会等で案を策定し、研究計画・評価分科会で決定する。
２．分野別研究開発プラン(仮称)は、文科省の政策評価の体系に沿って策定するものとする(記載例を添付)
３．当該分野別研究開発プラン(仮称)において、政策評価の体系における「達成目標」の任意の単位(単独、

複数)を研究開発プログラムとして評価を行う。

基本的な考え方

施策9-1
未来社会を見据えた先端基盤技術の
強化

達成目標：情報科学技術分野関係１

達成目標：ナノテクノロジー・材料科学技術分野関係

達成目標：量子科学技術分野関係

達成目標：その他

達成目標：環境エネルギー科学技術分野関係１

施策9-2
環境・エネルギーに関する課題への
対応

達成目標：核融合科学技術分野関係

達成目標：ライフサイエンス分野関係１施策9-3
健康・医療・ライフサイエンスに関
する課題への対応

達成目標：防災科学技術分野関係１施策9-4
安全・安心の確保に関する課題への
対応

施策9-5
国家戦略上重要な基幹技術の推進

達成目標：原子力科学技術分野関係

達成目標：航空科学技術分野関係

達成目標：その他

達成目標：その他

達成目標：その他

政策９
未来社会に向けた価値創出の取
組と経済・社会的課題への対応

達成目標：防災科学技術分野関係２

達成目標：ライフサイエンス分野関係５

達成目標：環境エネルギー科学技術分野関係２

｜

青枠内が分野別研究開発プラン(仮称)

政
府
の
戦
略
・
計
画

（
分
野
に
よ
っ
て
異
な
る
）

政策８
知のフロンティアを開拓し価値
創造の源泉となる研究力の強化

達成目標：その他

施策8-3
オープンサイエンスとデータ駆動型
研究等の推進

達成目標：情報科学技術分野関係２
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